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組織概要
l 団体のミッション
◉ ミャンマー版⼀村⼀品運動の推進による地域産業育成
◉⽣産者と消費者をつなぐフェアトレードの実践
◉持続可能な発展を⽬指すソーシャルビジネスのモデルづくり

l 活動分野
⽊⼯産業育成／織物教育⽀援／
オーガニックコットン開発／蓮布開発／
⽵産業育成／有機紅茶栽培⽀援／植林

l 組織のあゆみ
2005年 ミャンマーでNGO活動開始
2012年 新潟市所轄のNPO法⼈化
2013年 新潟市に直営ショップ開店
2015年 ミャンマー政府i-NGO登録
2016年 特例認定取得（3年間）

ミャンマー政府⼩規模産業局とMoU締結（2019年に延⻑）
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2010年 縫製教育・⼈材交流（〜2013年）
＜新潟・国際協⼒ふれあい基⾦＞

2015年 縫製教育⽀援事業
＜世界の⼈びとのためのJICA基⾦＞

2017年 バゴー⽊⼯産業育成事業（〜現３期⽬）
＜外務省⽇本NGO連携無償資⾦協⼒＞
織物教育⽀援事業
＜JICA草の根技術協⼒事業⽀援型＞

2019年 組織基盤強化・広報事業
＜⽇本国際協⼒システムNGO⽀援＞
⽵製品ビジネス可能性調査
＜林野庁途上国持続可能な森林経営推進＞

2020年 植林事業
＜緑の募⾦事業＞

事業実績

バゴー⽊⼯技術センター

サウンダース織物専⾨学校
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l 輸出 ＜ 輸⼊
→ 貿易⾚字
→ 国内の中⼩産業の強化が必要

l 国際社会からの孤⽴
→ 情報統制、経済制裁
→ 国際的なトレンドやマーケット情報の不⾜

l 政府の予算、⼈材に限りあり
→ ⼈材育成拠点は質、量ともに不⾜
→ ハード優先、技術⾰新や商品開発は後

l 地域格差
→ 発展の不均衡
→ ⼀⽅で地⽅には未利⽤資源も

活動背景︓ミャンマーが抱える課題

サウンダース織物専⾨学校
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アジアクラフトリンクの
生計向上支援の両輪
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一村一品運動
ものづくり支援

フェアトレードで
世界へ紹介



⼀村⼀品運動の推進
素材・⼈材 技術・経験

商品⼒

＋ ＝
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⼀村⼀品運動の推進
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アジアクラフトリンクの
生計向上支援の両輪
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一村一品運動
ものづくり支援

フェアトレードで
世界へ紹介



フェアトレード事業（収益事業）

l 東京国際ギフトショーで紹介
l ⼀村⼀品マーケット
l 新潟市の北⽅⽂化博物館でショップ運営
l ネット通販（アマゾン、カラーミー）
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東京国際ギフトショー

直営店「フェアトレードショップＳａｉ」

⼀村⼀品マーケット（関⻄国際空港）



販売活動と途上国のメリット
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事業背景︓団体が抱える課題
活動の現地移管など⾼度化のフェーズ
l 組織基盤の安定、強化
l 事業収益、会費・寄付⾦の増加

しかしながら、
l 広報ファンドレイジング担当がない
l ⼈的キャパシティが不⾜

そこで、
l 新潟本部に広報担当を配置
l ⽀援者の拡⼤と動員を⽬的とした活動の実施
l 活動の発信による循環
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指標ア︓担当⼈員数
指標イ︓広報計画

指標ア︓広報ツールの有無
指標イ︓ツール活⽤件数
指標ウ︓イベント実施件数

来店者数、売上

「組織体制の安定化に向けた広報活動の強化
および⽀援者拡⼤事業」
＜⽬標＞広報・ファンドレイジング担当を配置し、⽀援者および会員の動員に有⽤
な広報イベントパッケージを開発、活⽤することで、⽀援者が拡⼤する
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【活動３】⽀援者動員イベント
l 販売会
l スタディツアー

【活動２】広報ツール
l ツールパッケージ制作
l 活動紹介動画

【活動１】担当配置
l セミナー受講 l ネットワーキング

【活動４】発信
l ウェブサイト、ブログ、SNS l ニュースレター

＜期間＞2019年3⽉1⽇ 〜 2020年3⽉31⽇ ＜⽀援予算＞1,436,910円

指標ア︓会員数
指標イ︓発信件数



活動１︓担当配置

l 団体内部⼈材を広報担当として配置、広報・販促関連セミナー受講
l 関連団体や店舗によるにいがたFTネットワークに⽴ち上げから参画
l 中間⽀援団体等との連携を強化
→ 広報ツール制作への外部協⼒、販売会の出店機会増
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広報セミナー受講 にいがたFTネットワーク



活動２︓広報ツール

l 販売会と連動し広報ツールパッケージを試作、制作
l 委託販売時の貸出を想定して制作
l ⽀援者（消費者）と⽣産者の繋がりを意識 13

スタディツアーで撮影した素材を使⽤したポスター

広報ツールパッケージ準備

タペストリー



活動２︓広報ツール（動画）

l にいがたフェアトレード推進委員会が制作協⼒
l 当会活動の意義・⽬的、現地住⺠の声を伝える 14

動画をYoutubeで再⽣する（クリック）

https://youtu.be/pnIBfDUltKY


活動２︓広報ツール（活⽤）

l ⽀援者による委託販売、当会販売会で活⽤
l スタディツアーの募集や講演会での団体紹介
→ 多⽅⾯で団体理解を⾼める効果 15

動画試写を⾏ったフェアトレード講座（2019年10⽉）

ツールを使⽤する委託販売者（2019年10⽉）

動画を使⽤した⼤学での講義（2020年1⽉）



活動３︓販売会

l ⽀援者による販売会5件、当会販売会10件
l 出店ボランティア募集
l 会員加⼊呼びかけ
→ 合計で来店者数9,400名、売上114万円 16

⽀援者による万代アースフェスタ出店（2019年5⽉）

当会販売会での他団体協⼒（2019年5⽉）

にいがたフェアトレードフェスティバル出店（2019年11⽉）



活動３︓スタディツアー

「ミャンマー地⽅の町で名産品づくりを知るツアー」

l 2020年2⽉21⽇〜26⽇（4泊6⽇）

l ⽣産者訪問、⽊⼯体験、学校訪問

→ 学⽣2名、社会⼈1名が参加
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スタディツアー（2020年2⽉）



活動３︓スタディツアー（募集、ﾌｫﾛｰｱｯﾌﾟ）

l 専⾨旅⾏社ピース・イン・ツアーが募集
l 1⽉にJICA東京（新潟デスク）と共催で説明会
l 参加報告会は新型コロナで中⽌→感想⽂・企業訪問
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本事業とスタディツアーを紹介する当会スタッフ（2020年1⽉）

募集チラシ



活動４︓発信

l 2019年9⽉、2020年3⽉にニュースレター
l 団体ウェブサイト・ブログ・SNS、外部サイトで
告知、報告、PR

l 講演会、セミナー、⼤学講義で登壇4件
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ニュースレター（2020年3⽉）

SNSの投稿（2020年3⽉）



事業の成果

＜成果＞本事業により、新会員の獲得、新潟県内団体との新たな連携、新たな購
⼊者層へのアプローチが達成でき、計画していた事業⽬標を達成できた。
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【活動３】⽀援者動員イベント
l ⽀援者による販売会︓5件（⽬標1件）
l 来店者数︓1,215名（⽬標200名）
l 売上︓151,470円（⽬標5万円）

l ツアー参加者︓3名（⽬標7名）

【活動２】広報ツール
l 広報ツールパッケージ︓完成
l 活⽤実績︓6件（⽬標4件）

【活動１】担当配置
l 担当⼈員︓0→1名0.5⼈役 l 広報計画︓現状分析の反映

【活動４】発信
l 会員数︓26→42名（⽬標40名）
※本事業活動に由来する新規会員10名

l ニュースレター︓2件（⽬標2件）

反省点︓初めての⼀般募集であるのに、⽇程調整に時
間をかけすぎ募集期間が短くなってしまった



成果の広がり
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⽣産者への還元
l スタディーツアーを通じて、消費者が
現地の状況を知るだけでなく、⽊⼯
品⽣産者らの経験とモチベーション
の向上に繋がった。

l 販売会を通じて、当会活動に対す
る理解者が増えることで、ファン層や
協⼒者の醸成に繋がり、継続的な
⽣産者⽀援に寄与することができた。

地⽅の国際協⼒団体として
l 本事業の活動を通じて、新潟の市
⺠、学⽣に対する国際協⼒理解の
機会づくりや、彼らの活動に題材を
提供することができた。

当会活動を題材にフェアトレードイベントの打合せを⾏う学⽣（2019年4⽉）

ツアー参加者に⽊⼯品づくりを指導する⽣産者（2020年2⽉）



事業後の新たな展開
オンラインでの広報、⽀援者獲得
l ウェブサイトを改修、本事業で制作した動画をトップページに掲載
l 同動画をメインにYoutubeチャンネルを整備、今後充実
l カード決済による寄付受付をウェブサイトに設置
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事業後の新たな展開
外部団体との協⼒の継続、発展
l スタディツアー実績を⾒た関⻄の学⽣団体から⻑期協⼒打診
l 新潟国際情報⼤学の学祭での委託販売継続（→ 中⽌）
l ユネスコスクール講演依頼（→ 中⽌）、旅⾏社との広報協⼒
l 本事業のイベント参加者からインターン⼈材を獲得、広報業務に
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しかしながら、
ここまでの販売イベントは、新型コロ
ナの影響によりすべて中⽌
そこで、
ネット通販の強化が必要
l 新規出店
l 既存ショップの強化



このたびのご⽀援とすばらしい機会の提供に
改めて感謝申し上げます。
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